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適度のアルコール摂取は禁酒に比較して 2型糖尿病

の危険率の低下やインスリン感受性の改善につなが

る．エタノールは，適度に摂取されるとき，アルコー

ル脱水素酵素およびアルデヒド脱水素酵素(ADH)に

よりアセトアルデヒ ド および酢酸に酸化される．

ADH ファミリーの 4 遺伝子は肝のエタノール代謝に

関係し，ADH1C には 2 個の多型があり，この多型が

血液アルコール濃度にどの程度影響するかについては

明確ではない．著者らは ADH1C遺伝子の多形がア

ルコール摂取と 2型糖尿病間の関係を変化させるかど

うかを男女の糖尿病患者および対照者の追跡調査など

により検討した．適度∼過度のアルコール摂取［＞5

g/day(女性)，＞10 g/day(男性)］は女性では糖尿病

危険率の低下と関係していた．ADH1C遺伝子型は女

性ではアルコール摂取と糖尿病間の関係を変化させ

た．アルコール酸化速度の遅いことに関係する，

ADH1C*2 対立遺伝子の数は，アルコール摂取量が

≧5 g/day の女性の糖尿病の危険率の低下を弱めた．

これらの結果は男性では認められなかった．

(Beulens JW, Rimm EB, Hendriks HF, et al：Alcohol

consumption and type 2 diabetes：Influence of genetic

variation in alcohol dehydrogenase. Diabetes 56：2388-

2394, 2007)

(埼玉県立大学短期大学部 鈴木優治)
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